
令和７年１２月４日 

福岡県感染症情報ホームページでは、 

感染症発生情報、病原体検出情報などを 

ご覧になれます。  

 

福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和７年第４８週（令和７年１１月２４日～令和７年１１月３０日） 

 

■ コメント 
・インフルエンザの定点当たり報告数が 48.87 となり、前週と比較して 1.49 倍に増加しました。
38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感等の症状が現れた場合は、かかりつけ医等の
身近な医療機関に電話で相談しましょう。感染拡大防止のために、手洗い、咳エチケットを含む適
切なマスクの着用、こまめな換気等の基本的な感染対策に努めましょう。 
・腸管出血性大腸菌感染症の報告が 10件ありました。主な症状は、激しい腹痛を伴う水様性下痢、
血便、嘔吐、発熱等です。調理の際には、食品を十分に加熱（中心部が 75℃で 1分以上）するとと
もに、トングや箸等の調理器具は調理用と食事用で使い分けましょう。また、調理時、食事前、ト
イレやおむつ交換の後には、石けんと流水で十分に手を洗いましょう。 
■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 15 702 254 12,810 

細菌性赤痢 1 4 0 51 

腸管出血性大腸菌感染症 10 266 74 4,021 

つつが虫病 1 2 13 137 

デング熱 1 11 3 155 

レジオネラ症 2 72 36 2,211 

アメーバ赤痢 1 20 3 401 

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 28 8 594 

侵襲性肺炎球菌感染症 2 119 55 3,021 

梅毒 7 694 123 12,352 

百日咳 19 3,169 508 86,831 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 76 0.62 0.97 6,302 1.64 

インフルエンザ 5,962 48.87 1.49 196,895 51.12 

急性呼吸器感染症 10,452 85.67 1.06 396,446 103.38 

ＲＳウイルス感染症 45 0.64 0.98 1,699 0.73 

咽頭結膜熱 40 0.57 0.82 665 0.28 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 297 4.24 0.80 5,565 2.38 

感染性胃腸炎 294 4.20 0.77 9,394 4.01 

水痘 27 0.39 1.59 710 0.30 

手足口病 38 0.54 0.90 286 0.12 

伝染性紅斑 64 0.91 0.66 1,523 0.65 

突発性発しん 23 0.33 0.88 514 0.22 

ヘルパンギーナ 6 0.09 1.00 135 0.06 

流行性耳下腺炎 1 0.01 0.33 88 0.04 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 5 0.01 

流行性角結膜炎 44 1.69 1.26 529 0.76 

細菌性髄膜炎 0 0.00 - 6 0.01 

無菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 9 0.02 

マイコプラズマ肺炎 10 0.67 0.71 625 1.30 

クラミジア肺炎 1 0.07 - 2 0.00 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 4 0.01 
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